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議案第１３号 
   令和８年度教育委員会の活動について 
 令和８年度教育委員会の活動について，次のように決定する。 
  令和８年４月２０日提出 
 

宇都宮市教育委員会    
教育長 小堀 茂雄   

 
 別紙のとおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（提案の理由） 
 本市教育のさらなる充実発展に向け，教育現場の実態や意向を踏まえた教育

行政の推進を図るため，令和８年度の教育委員会の活動について決定するもの 
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令和８年度 教育委員会の活動について 

 

◎ 趣旨 

教育委員会の担任する事務を執行するにあたり，教育委員会の会議において

様々な教育課題にかかる活発な議論や教育長及び教育委員会事務局へのチェ

ック機能の発揮ができるよう，令和８年度の教育委員会の活動方針について定

めるもの 
 
１ 活動方針 

 令和８年度の教育委員会活動については，基本的には前年度の活動を継続し

ながら，委員研修や教育施設視察の充実を図り，教育現場のより一層の実態把

握及び効率的な教育委員会活動の実施に努める。 
 

⑴  教育委員会会議における議論の活性化 

・ 教育委員会は，独立した行政委員会として，政治的中立性や教育の継続

性・安定性の確保等の観点から重要な意義を有しており，様々な立場や意

見を集約した意思決定を行うことが求められていることから，教育委員会

会議においては，教育行政のあり方などについて大所高所から意見を述べ

る場とする。 
・ 事務執行における課題を把握し，委員同士の知見を深めることで教育委

員会会議における議論が活性化するよう，委員自らがテーマを設定し，委

員研修を行う。 

・ 委員が参加した研修会の復命報告を委員研修として行い，国の状況や他

自治体の先進事例などについて，委員同士で情報を共有し，教育行政に関

する知識を深める。 
 
⑵  教育現場の意向や実態の把握 

・ 教育現場のより一層の実態把握や視察の効率的な実施を図るため，委員

全員による視察に加えて，引き続き総合訪問等を活用した委員個別による

視察の機会の確保を図るほか，ふれあいティータイムトークについても実

施方法の見直しを行う。 
 
＜教育施設視察テーマ（案）＞ 
・教育委員会施設巡り（Ｕ＠りんくす等）  
・学校における教育活動全般（総合訪問への参加） 
※その他 民間プール活用授業（西原小・西小），空調設備完了後の武道

場，校内教育支援センター，図書室等 
 

＜ふれあいティータイムトークテーマ（案）＞ 
コミュニティスクールモデル校の現状について 

（対象案：管理職・担当教員，推進員等） 

 
  

議案第１３号 
別    紙 
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⑶ 市長，市議会との連携の継続 

・ 総合教育会議において，教育政策の方向性について市長と認識の共有を

図るほか，市議会への情報提供を通して，教育現場等の実態や課題につい

て認識の共有を図るなど，市長，市議会との連携を継続する。 
 
◆教育委員会の活動の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会会議 

（定例会・臨時会） 

公開・ 

非公開 

教育長及び教育委員が教育行政にかかる基本

方針の決定など，大所高所に立って議論を行う

会議（審議事項や報告事項など・自由討議など） 

委員協議会 非公開 
会議に付すべき議案の事前審議，その他研究協

議を行うために開催 

そ

の

他

の

活

動 

教育施設視察 非公開 小中学校や社会教育施設などの視察 

ふれあいティ

ータイムトー

ク 

非公開 
小中学校教職員や社会教育団体などの教育関

係者との意見交換 

委員ｄｅサロン 非公開 
各課業務の現状・課題等についての共通理解を

深めるために事務局職員と意見交換 

市議会との 

意見交換 
非公開 

議長，副議長，子ども教育常任委員会の委員長，

副委員長との意見交換 

総合教育会議 公開 

市長との連携強化を目的に，教育政策などにか

かる協議・調整を行うために市長が設置・運営

を行う会議 

委員研修 非公開 
教育の諸課題等にかかる状況把握や専門性を

高めるために行う研修 
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２ 活動計画（予定） 

 

開催予定日 教育委員会活動 

４月 １日（水） 臨時会（基本方針）  

４月２０日（月） 定例会  

５月２１日（木） 定例会 ◆教育委員会評価（委員会活動） 

６月 ４日（木） 臨時会（議会） 教育施設視察（予定） 

６月２９日（月） 定例会 ◆教育委員会評価（施策事業） 

７月１６日（木） 定例会 委員研修 

７月２７日（月） 臨時会（教科書） ふれあいティータイムトーク  

 ８月１７日（月） 臨時会（議会）  

 ８月２４日（月） 定例会 委員研修 

８月下旬 － 市議会との意見交換会 

９月１７日（木） 
定例会  

－ 総合教育会議 

１０月１９日（月） 定例会 委員研修 

１１月１８日（水） 定例会  

１２月２３日（水） 定例会  

１月２７日（水） 定例会 委員研修 

 ２月１２日（金） 臨時会（議会）  

 ２月１９日（金） 定例会  

 ３月 １日（月） 臨時会（人事）  

 ３月１０日（水） 臨時会（人事）  

 ３月１８日（木） 定例会  

 ３月２６日（金） － 総合教育会議 

※上記のほか，各委員がそれぞれの都合に合わせて教育施設視察を実施 
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報告第１９号 

   令和８年度教育委員会主要事業について 

 令和８年度教育委員会主要事業について，次のように報告する。 

  令和８年４月２０日提出 

           

                       宇都宮市教育委員会 

                        教育長 小堀 茂雄 

 

 別紙のとおり 
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令和８年度 教育委員会主要事業 

 

教育委員会基本方針に基づき，教育委員会として推進する主要事業を次のと

おり定める。 

 

１ 教育企画課 

（１）教育で選ばれるまち宇都宮の推進 

多くの方々に「宇都宮で教育を受けられてよかった」「宇都宮で子育てを

したい」と思っていただけるよう，本市教育の特色や強みを，市内小中学生

の保護者や教職員などに効果的にＰＲし，市域内における本市教育行政への

理解・関心の向上を図るとともに，移住・定住施策等，関連性が高い施策・

事業と連携するなど，戦略的に市外に向けた情報発信を推進する。 

 

２ 学校管理課 

（１）学校施設の計画的な整備・更新 

   学校施設の老朽化対策や社会的ニーズへの対応，環境負荷の低減などを

図るため，「学校施設長寿命化計画」や「宇都宮市役所カーボンニュートラ

ル実行計画」に基づき，校舎・体育館の長寿命化改修等を計画的に実施し，

安全で快適な学校づくりを推進する。 
   また，空調設備の整備を通じて，良好な学習環境を整備するため，既存

の校舎空調設備の更新とともに小学校特別教室及び武道場への整備を着実

に進める。 

 

（２）学校トイレ洋式化の計画的な推進 

   児童生徒が日常生活の多くを過ごす学校施設において，快適な生活環境

や衛生環境を確保するため，校舎・体育館のトイレ洋式化を計画的に実施

する。（令和８年度末の校舎・体育館トイレ洋式化の目標：９２．４％） 

 

３ 学校教育課 

（１）学力の向上（主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進） 

   「学び続ける力を育む学びのデザイン」をテーマとして，市教委と教職

員の協働チームによる実践研究を行い，その成果や改善策について情報を

発信するなどして授業力を向上させることにより，児童生徒の「主体的に

学習に取り組む態度」の育成を図る。 

   論理的に思考する力や豊かに想像する力，鉛筆で整った文字や文を書く

力など，「書くこと」によって育成を図りたい資質・能力を明確にし，書い

て考える学習活動の充実を図る。 

    

 

報告第１９号 

別    紙 
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（２）コミュニティ・スクールの移行に向けた体制づくり 

   モデル校に対し，研修会などを通して活動を支援するとともに，モデル

校の取組状況や地域等からの意見を踏まえ，令和１０年度以降，学校が魅

力ある学校づくり地域協議会を生かして学校運営協議会に円滑に移行する

ことができるよう，準備及び体制づくりを進める。 

 

４ 学校健康課 

（１）休日の部活動の地域展開の推進 

休日の部活動について，令和１０年度の本格実施に向け，推進協議会にお

いて有識者やスポーツ・文化芸術団体及び保護者・地域代表の意見を聴取す

るとともに，関係団体と学校との連絡調整等を行う部活動地域展開コーディ

ネーターを配置し，学校や地域に応じた地域展開を推進していく。さらに，

令和７年度から令和９年度までの３年間を「実践検証期間」とし，実践・検

証を行いながら，必要に応じて関係各課・学校・関係団体と連携し，地域ク

ラブ活動環境を整備するなど，地域展開を推進していく。 

 

（２）子育て負担の軽減（保護者給食費負担軽減事業） 

給食費の負担軽減に係る支援額と本市における給食費との乖離の解消を

図るため，給食費の実態調査の実施による自治体の実情に配慮した適切な支

援額の設定や，国による全国一律の公立中学校における給食費負担軽減事業

の早期実現に向け，組織等を通じた国への要望活動の実施に取り組む。 

 

５ 生涯学習課 

（１）効果的な地域教育の推進 

   「第３次宇都宮市地域教育推進計画後期計画」の基本理念を実現するた

め，同計画に計上している施策・事業を着実に推進するとともに，施策・

事業の実施にあたっては，「デジタルの活用」，「読書活動の推進」，「大学・

企業等との連携」を意識しながら効果的な地域教育の推進に取り組む。 

   令和９年度の計画改定に向け，令和８年度については，市民意識調査を

実施する。 

 

（２）宮っ子ステーション事業の円滑な運営 

   放課後における児童の安全・安心な居場所を確保し，心豊かに育まれる

環境づくりに向け，「宮っ子ステーション事業」の円滑な運営を図る。 

特に，子どもの家は利用者や地域から寄せられる様々な意見・要望を踏ま

えた運営の改善を図るとともに，放課後子ども教室についても実施校区の拡

大に向けて引き続き地域支援に取り組む。 
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（３）コミュニティ・スクールへの移行に向けた体制づくり【再掲】 

   モデル校に対し，研修会などを通して活動を支援するとともに，モデル

校の取組状況や地域等からの意見を踏まえ，令和１０年度以降，学校が魅

力ある学校づくり地域協議会を生かして学校運営協議会に円滑に移行する

ことができるよう，準備及び体制づくりを進める。 

 

６ 教育センター 

（１）不登校対策の推進 

   魅力にあふれ安心して過ごせる学校を目指し，きめ細かな学級経営や課

題の早期発見・早期対応を行うため，全小学校において１人１台端末を活

用した「心の健康観察強化旬間」を設定するほか，中学校の「校内教育支

援センター」の好事例の積極的な発信や共有等，別室登校支援体制の更な

る充実を図ることなどにより，教職員の指導力向上や組織的な対応力の強

化に取り組む。 

   

（２）特別支援教育の推進  

   特別な教育的支援が必要な児童生徒一人一人が，自らの力を最大限に発

揮し，自信と意欲をもって学校生活を送れるよう，インクルーシブ教育シ

ステムの構築に向け，学校における支援体制の強化に取り組む。 

   令和８年度については，児童生徒の教育的ニーズを，より詳細に整理・

記載できる新様式の「個別の支援計画」の運用を開始し，切れ目のない支

援の充実に取り組む。 

 

（３）児童生徒用１人１台端末の計画的な更新 

   ＧＩＧＡスクール構想に基づき，令和２年度に整備された児童生徒用 1

人 1台端末（小学生用）が耐用年数を迎えることから，補助制度を活用し，

計画的な更新を行う。 
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報告第２１号 
令和７年度育英事業の実績及び令和８年度返還免除型育英修学生の選考 
結果について 

 令和７年度育英事業の実績及び令和８年度返還免除型育英修学生の選考結果

について，次のように報告する。 
令和８年４月２０日提出 

宇都宮市教育委員会    
教育長 小堀 茂雄   

 
別紙のとおり 
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令和７年度育英事業の実績及び令和８年度返還免除型育英修学生の選考結果について 

 

◎ 趣 旨 

令和７年度育英事業の実績及び令和８年度返還免除型育英修学生の選考結果について

報告するもの 

  

１ 令和７年度の実績報告 

（１）奨学金 

ア 概要 

能力があるにもかかわらず,経済的な理由により高校，大学,専修学校等に修学が困

難な者に対する学資の貸付け 

   ・令和６年度まで 

区分 
貸付月額(円) 

通常 交通遺児 

高校,高専,専修(高等),中等教育(後期) 
自宅 17,000 

30,000 
自宅外 18,000 

大学,大学院,短大,専修(専門) 
自宅 35,000 

50,000 
自宅外 45,000 

   ・令和７年度から 

区分 
貸付月額(円) 

通常 交通遺児 

高校,高専,専修(高等),中等教育(後期) 
20,000 

以内 

35,000 

以内 

大学,大学院,短大,専修(専門) 
50,000 

以内 

60,000 

以内 

 

イ 実績 

・ 募集期間：令和6年12月2日～令和8年1月30日 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告第２１号 

別    紙 

高校・高専
・専修（高等）

短大・大学
・専修（専門）

大学院 交通遺児

R7 124 6 113 5 0 124 0 6 118

R6 55 4 50 1 0 55 0 3 52

R5 81 14 65 2 0 81 0 11 70

R4 89 8 78 3 0 89 0 8 81

貸
付
者
数

申請者数
採
用
者
数

不
採
用
者
数

辞
退
者
数
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（２）入学一時金 

ア 概要 

入学時に一時的に必要な資金を貸付け 

区分 貸付額(円) 

高校,高専,専修(高等),中等教育(後期) 私立   200,000 

大学,大学院,短大,専修(専門) 
国公立  200,000 

私立 500,000 

※ 10,000円単位で選択可 

 

 イ 実績 

   ・ 募集期間：令和7年9月１日～令和8年3月2日 

 

 

 

 

   
                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）大学等受験一時金（令和７年度から新たに貸付制度を導入） 

ア 概要 

受験時に一時的に必要な資金を貸付け 

貸付額（円） 

150,000 

※ 10,000円単位で選択可 

 

  イ 実績 

   ・ 募集期間：令和7年8月１日～令和8年3月2日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申
請
者
数

採
用
者
数

不
採
用
者
数

辞
退
者
数

貸
付
者
数

R7 10 10 0 2 8

国公立 私立 国公立 私立 国公立 私立

R7 38 7 4 27 0 0 38 0 12 26

R6 25 4 1 20 0 0 25 0 1 24

R5 18 4 1 13 0 0 18 0 3 15

R4 21 6 0 15 0 0 21 0 2 19

不
採
用
者
数

辞
退
者
数

貸
付
者
数

高校・高専
・専修（高等）

短大・大学
・専修（専門）

大学院

採
用
者
数

申請者数
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２ 令和８年度返還免除型育英修学生の選考結果 

（１）概要 

教育費の負担軽減や若年層の定住促進を図ることを目的とし，育英基金を原資として，

経済的理由により大学等に修学が困難な者に対し学資を貸付け 

区分 貸付月額(円) 

大学(1年生,2･3年生予定者),大学院(1年生), 

短大(1年生),専修(専門1年生） 
20,000 

 

【免除要件】 

卒業後１年以内に本市に居住し，かつ５年間居住を継続すること 

 

（２）選考結果 

   ・ 募集期間：令和7年12月１日～令和8年2月27日 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 
  

R8 43 43 43 0 ―

R7 57 57 54 0 54

R6 34 34 32 1 32

R5 23 23 20 2 20

貸
付
者
数

申請者数
一
次
選
考

採
用
者
数

不
採
用
者
数

短大・
専修（専門）

大学 大学院

5 18 0

9 34 0

6 50 1

1 30 3
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報告第２２号 
中学校版「宇都宮学」デジタル副読本について 

中学校版「宇都宮学」デジタル副読本について，次のように報告する。 
令和８年４月２０日提出 
 

宇都宮市教育委員会    
教育長 小堀 茂雄     

  
別紙のとおり 
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中学校版「宇都宮学」デジタル副読本について 

 
◎ 趣 旨 

中学校版「宇都宮学」デジタル副読本の内容等について報告するもの 
 
１ 「宇都宮学」の推進状況について            

・ 「宇都宮市のよさを紹介することができる」と回答した中３生の割合 

R2  R3  R4 R5 R6 R7 

60.0 60.7 64.4 67.1 71.2 69.7 

                 （「学習と生活についてのアンケート」より） 

 

⑴ 成果 

   「宇都宮学」副読本は，宇都宮の伝統や文化について体系的な学習を展開する 

ため，総合的な学習の時間等で活用されており，宇都宮の「よさ」についての理

解を図る上で有効な教材となっている。 

 

 ⑵ 改訂及びデジタル化処理の方針について 

  ・ 初版（令和３年度から使用）作成時から変化している本市の様子を反映させ

ること 

  ・ １人１台端末を活用し，学習活動の充実を図ること 

 

２ 副読本の構成と改訂及びデジタル化の内容について 

⑴ 構成及び改訂の内容 

 ①「第１部 宇都宮の歴史」「第２部 魅力あふれる宇都宮」について 

・ 現行の構成を変更せずに，写真・資料等の更新を中心とした改訂 

 

②「第３部 未来へ羽ばたく宇都宮」 

・ 全ての中学校において「ＳＤＧｓ宮っ子まちづくりプロジェクト」※を展開す

るための大幅な見直し 

 ※ 持続可能な未来の担い手として，「宇都宮学」や他の教科で学習したことを

手がかりに，実社会や多様な人々との関わりの中から問いを見いだし，身近

な社会の課題を解決するために，自分たちにできることを提案したり，実践

したりする活動 

 

⑵ デジタル化処理による基本的な機能等について 

 ・ テキストの読み上げ，書き込み，テキスト入力機能 

・ 情報を収集する際の利便性の向上 

  ア ポップアップ機能 

  イ 二次元コード 

 

３ 授業での使用開始時期について 

 ・ ５月からの使用に向け，配信設定・管理に係る契約事務を進める 

報告第２２号 
別    紙 
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報告第２３号  

令和９年「宇都宮市二十歳を祝う成人のつどい」開催概要について 

令和９年「宇都宮市二十歳を祝う成人のつどい」開催概要について，次のよ

うに報告する。 

令和８年４月２０日提出 

 

 宇都宮市教育委員会    

教育長 小堀 茂雄   

 

別紙のとおり 
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1

令和９年「宇都宮市二十歳を祝う成人のつどい」
開催概要について

報 告 第 ２ ３ 号
別 紙 １

令和９年宇都宮市二十歳を祝う成人のつどい開催概要について

2

１ 目的
宇都宮市二十歳を祝う成人のつどいは，二十歳という年齢の節目を，全市をあげて祝い励まし，

成人としての意識を醸成する機会にするとともに，宇都宮への愛着を深め，地域社会の一員として
の自覚や地域に育てられたことへの感謝の気持ちを持てるようになるなど，地域の人から学び，地
域へ繋がることができるような教育的意義のある事業となるよう取り組んでいく。

２ 主催・実施機関
主 催 宇都宮市・宇都宮市教育委員会
実施機関 宇都宮市二十歳を祝う成人のつどい各中学校区会場実施委員会

３ 会場の選出について
・ 基本的に中学校区域に近い会場を設定し，その他会場の定員数や施設との関係を考慮し，

会場を設定した。
・ 昨年度，横川中学校区，及び瑞穂野中学校区にて初めて使用した，

「ヒルズスィーツ宇都宮ブリーズテラス」については，今年度も引き続き使用する。
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令和９年宇都宮市二十歳を祝う成人のつどい開催概要について

3

４ 概要

開催日 令和９年１月１０日

開催時間 午前開催 式 典 午前１０時～１０時２０分
地域交流事業 午前１０時２０分～

午後開催 式 典 午後 ２時～ ２時２０分
地域交流事業 午後 ２時２０分～

実施内容 式 典 二十歳の節目を全市をあげて祝い励ます内容
地域交流事業 地域の特性を活かした事業

会 場 ２５中学校区ごとの会場 ８施設 会場（案）のとおり

該当者※ 平成１８年４月２日から平成１９年４月１日の間に生まれた，本市住民基本台帳に
登載されている者
※本市出身者で市外に転出した等，本市での出席を希望するものも対象とする。

令和９年宇都宮市二十歳を祝う成人のつどい開催概要について

4

５ 今後のスケジュール

５月上旬 ホームページで会場を公表
事前申込受付開始

６月 広報うつのみやに会場を掲載
１１月中旬 市内に住民票がある成人（新二十歳）に対し案内状を発送
１月 二十歳を祝う成人のつどい式典の実施
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午前開催 午後開催

受付 午前９時３０分～１０時 午後１時３０分～２時

式典等 午前１０時～ 午後２時～

午前開催 午後開催

一条中学校区 中央 165 133
ライトキューブ

（１階 大ホール西）

陽北中学校区
　栃木県立のざわ特別支援学校
　栃木県立わかくさ特別支援学校

中央 199 167
ホテル東日本宇都宮

（３階 大和　東・南）

旭中学校区 中央 162 119
ライトキューブ

（１階 大ホール西）

陽南中学校区 南 235 186
ベルヴィ宇都宮

（４階 ヴァーグデリス）

陽西中学校区
　作新学院中等部
  宇都宮短期大学附属中学校
　文星芸術大学附属中学校
　栃木県立盲学校
　栃木県立聾学校
　宇都宮大学共同教育学部附属特別支援学校

西 429 342
ライトキューブ

（１階 大ホール東）

星が丘中学校区 北 253 205
東武ホテルグランデ

（６階 龍田）

陽東中学校区
　宇都宮東高等学校附属中学校

東 373 305
ライトキューブ

（３階 中ホール）

泉が丘中学校区 東 255 199
ライトキューブ

（３階 中ホール）

宮の原中学校区 西 232 188
ライトキューブ

（１階 大ホール東）

清原中学校区
　宇都宮海星女子学院中学校

清原 280 221
ライトキューブ

（２階 大会議室201）

横川中学校区 横川 212 165
ヒルズスィーツ宇都宮

ブリーズテラス（セイシェル）

瑞穂野中学校区 瑞穂野 144 120
ヒルズスィーツ宇都宮

ブリーズテラス（セイシェル）

豊郷中学校区 豊郷 196 165
ホテル東日本宇都宮

（３階 大和　東・南）

国本中学校区 国本 127 100
ホテル東日本宇都宮
（３階　大和　西）

城山中学校区 城山 110 83
コンセーレ

（１階 大ホール）

晃陽中学校区
　栃木県立富屋特別支援学校

篠井・富
屋

57 62
コンセーレ

（１階 大ホール）

姿川中学校区 姿川 256 212
ホテルニューイタヤ

（本館３階 天平の間）

雀宮中学校区 雀宮 183 146
ホテルニューイタヤ
（南館４階 桜の間）

鬼怒中学校区 平石 181 146
ライトキューブ

（２階 大会議室201）

宝木中学校区
　宇都宮大学共同教育学部附属中学校

北 274 213
東武ホテルグランデ

（６階 龍田）

若松原中学校区 南 224 175
ベルヴィ宇都宮

（４階 ヴァーグデリス）

上河内中学校区 上河内 81 62
ホテルマイステイズ宇都宮
（グランドボールルーム）

古里中学校区 河内 116 102
ホテル東日本宇都宮
（３階 大和　西）

田原中学校区 河内 81 64
ホテル東日本宇都宮

（３階　日光）

河内中学校区
　栃木県立岡本特別支援学校

河内 121 100
ホテル東日本宇都宮

（３階　日光）

合計 4,946 3,980 14会場 11会場

令和９年宇都宮市二十歳を祝う成人のつどい　会場（案）

開催日 令和９年１月１０日（日）

開催時間

中学校区など 卒業生数
推定

出席者数

会場担当
センター

報 告 第 ２ ３ 号

別 紙 ２
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報告第２４号  

「宇都宮市電子図書館」読み放題パックへの「るるぶパック」追加につ 

いて 

旅行情報誌「るるぶ」を「宇都宮市電子図書館」内の読み放題コンテンツと

して追加したことについて，次のように報告する。 

令和８年４月２０日提出 

 

 宇都宮市教育委員会    

教育長 小堀 茂雄   

 

別紙のとおり 
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1

「宇都宮市電子図書館」読み放題パックへの
「るるぶパック」追加について

報 告 第 ２ ４ 号
別 紙

「宇都宮市電子図書館」読み放題パックへの「るるぶパック」追加について

2

開 始 日：令和８年４月１日午前９時３０分から
提供冊数：４８点（ＪＴＢパブリッシング「るるぶ」47都道府県パック）

対 象 者：市内に在住・在勤・在学で，
図書館利用カードをお持ちの方

（市内小学４年生～中学３年生は全員ID配付済み）

おすすめ１
同時アクセスができる「読み放題パック」のメリット
を活かし，修学旅行前の下調べなど学校で活用できます

おすすめ２
児童生徒以外も借りられます 旅行の準備はもちろん
旅行先でスマートフォンから読むことができます
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その他（１）



その他（２）



宇都宮市社会教育振興に関する感謝状贈呈について

1

◎趣旨 宇都宮市社会教育振興に関する感謝状を贈呈したことについて報告するもの

１ 感謝状贈呈の目的
本市の社会教育振興について，積極的な活動又は協力を行った個人又は団体で，当該行為が
市政に寄与すると認められる者について，感謝状を贈呈する

２ 感謝状贈呈の基準
「宇都宮市社会教育振興に関する表彰状感謝状贈呈の基準」
（２）本市社会教育関係団体の役員として，５年以上在任し，かつ，退任の際，
当該団体より推薦を受けた者で，その功績が特に顕著であると認めた者

３ 対象者

業績推薦団体氏名

・豊郷地区子ども会育成会連絡協議会副会長
平成２８～令和７年度末で退任（１０年間）

・宇都宮市青少年指導員
平成１３～令和６年度まで（２４年間）

・豊郷南小学校地域協議会委員
平成２８年度～

豊郷地区
子ども会育成会
連絡協議会

和田 日出男

（わだ ひでお）

その他（３）

宇都宮市社会教育振興に関する感謝状贈呈について

2

４ 感謝状贈呈式
・日時 令和８年４月１９日（日）午前
・場所 豊郷生涯学習センター ホール
・式典 豊郷地区子供会育成会連絡協議会５０周年式典内で教育長より贈呈

◎豊郷地区子ども会育成会連絡協議会（通称：豊子連・とよこれん）
子ども会活動を支援し，子どもの社会生活に必要な規範意識等を醸成し，子どもの
健全育成を図ることを目的に，豊郷地区内の子ども会で組織している。

・豊かな心，健やかな体，たくましく生きる力をもつ次代を担う子どもを育てよう。
・親と親，子どもと子ども，親と子どもが，ふれあい語り合う楽しい子ども会にしよう。
・ＫＹＴ（危険予知）を活用し，ケガと事故を防ぎ楽しい子ども会にしよう。

をスローガンに，リーダーの資質の習得，歴史・伝統など体験学習を網羅した活動を展開。
主な活動は，リーダー研修会，工作教室，夏休み子ども祭り，子どもフェスタin秋祭り，
どんどん焼きなどを行っているほか，組織内に「子どもおはやし会」「子ども消防団」
「豊郷リーダースクラブ」を設置し，子どもたちの自主性・社会性を育んでいる。



 
 

                
            

 

               

  
 

          
         

 

  
 

          
         

                
       

 

  
 

          
      

 
  

  
 

          
      

  
 

          
      

   
  

          
      

  
   

           
      

 
 

 
 

 
 

 

          
            

  
 

         
            

          
           

           
            

           
            

                
            

           
            

          
            

          
            

           
           

          
            

 
          

            
 
          

         
 

   
 
          

            

  
 

 
  

    

 
 
               

   

           
 

 
    

  

 


